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「対策」 校長 八木澤 一郎
運動会や持久走大会，読書感想発表会など多くの行事があった2学期も残すところわずかとなりました。子ども

たちはとてもよく頑張ったと感じています。持久走大会では1秒でもタイムを縮めようと，毎朝の駆け足に懸命に取
り組んでいました。また，垂水ジュニア美術展では子どもたちの熱心な取組が評価され学校賞をいただきました。
これらの活動の中で，子どもたちにはそれぞれできたこと，できなかったことがあったと思います。一生懸命や

ってできた人，一生懸命やったけれどもうまくいかなかった人もいると思います。もっとも大事なのは，「懸命に取
り組む」ことです。そして，失敗してできなくても振り返ることが大切です。なぜなら，次に頑張ることが見えてくる
からです。「失敗は成功のもと」という言葉があります。「この方法では失敗するのだ」と学んだのですから，成功に
また一歩近づくことができたのです。何事にもあきらめずに挑戦し続けることがとても大事なのです。

☆
新型コロナウィルスの感染確認者が県内において800人を超え，12月に入り急激に増加しています。県内各地で

集団感染が確認され，小学生や高校生にも感染者が出ており，家庭内感染も増えているそうです。
感染及び感染拡大の予防には，
１ 水と石けんでの30秒以上かけた正しい手洗いを，外から部屋に入るとき，トイレのあと，食事の前後，共有物に
触れたときなどこまめにすること

２ 屋内ではマスクを常時着用すること
３ 暖房された部屋においても常時換気を心がけること
４ 食事と睡眠を十分とり，免疫力を高めること

が大切だと言われています。寒い冬場では手洗いや換気をつらいと感じることが多いですが，自分の，そして大事
な人の命を守るためにも，徹底をお願いします。
また，毎日の検温と健康状態の観察とを引き続きお願いします。そして，子どもたちに発熱や風邪の症状が見ら

れたときには，学校への登校は控え，家庭内での感染拡大には十分に御注意ください。
最も大事なことになりますが，以上の感染予防の対策をとったとしても感染の危険度をゼロにすることはでき

ません。すべての感染者やその家族，医療従事者に対する差別や偏見につながる言動には十分な御注意をお願い
します。また，不必要に感染者の情報を収集したり，拡散したりすることがないようお願いします。

校内持久走大会 １２月２日(水)

自己新記録に向かって一生懸命走りました！

しめ縄つくり
１２月１２日(土)にしめ縄つくり

を行いました。今年は，6名の地
域の方が指導してくださいまし
た。わらを使って正月に飾るしめ
縄を作ります。子どもにとっては
難しい作業でしたが，地域の方
の指導を聞きながら，思いを込めて完成させました。子
どもたちも自分たちの作ったしめ縄に満足している様子
でした。2021年の正月も無事迎えられそうです。

１２月後半の行事

２１日(月) 給食費集金日(～２３日)
２４日(木) ２学期終業式
１月前半の行事

６日(水) 鬼火焚き
８日(金) ３学期始業式
１３日(水)～１５日(金) 鹿児島学習定着度調査

ふれあいもちつき大会
１２月１３日(日)にふれあい

もちつき大会がありました。餅
米を炊いて，杵や臼を使って餅
をつきました。子どもたちは杵
の重さにフラフラなりながら一
生懸命つき，できた餅を丁寧に
丸めて，おいしいお餅がたくさんできました。また，
鬼火焚き用の竹の伐採もしていただきました。
保護者･地域の皆様，御協力ありがとうございまし

た。

人権教室

１２月８日(火)に人権擁護
員の方を招いて人権教室を
行いました。低･中学年は友
達の大切さを，高学年は友
達の大切さとＳＮＳの使い方
について学習しました。人権
擁護員の方から「人の気持
ちの分かる人になってほしい。」と指導された子どもた
ちも自分たちの生活を振り返り，これからの自分はどう
ありたいか考える時間となりました。
人権擁護員の皆様，御指導ありがとうございました。




